
牧草と草地 ―その今昔と展望―

はしがき

新しい年を迎え、抱負や目標を新たにされ、さわ

やかで、すがすがしいお正月をお迎えのこととお慶

びを申し上げます。

昨年は、世界的に災害の多い年でありました。中

でも東日本大震災、更には福島第一原発事故が加わ

り、酪農畜産農家の皆さん、そして多くの方々が、

苦難の中にさらされました。厳しい状況におかれて

も、希望を失せることなく、復興への歩みを踏み出

されておられ、深く敬意を表するところです。

世界的な経済の枠組みの中で、農業、「酪農・畜

産」も論ぜられ、安定した食料の確保についても、

TPPがらみで国論を二分する状況が続いていま

す。

困難な状況、先が見えづらい状況にあっても、そ

れらに翻弄されることなく、自分たちで出来るこ

と、基本的なところを見定め、的確な対応・行動を

とっていただきたいと思っています。

ここでは、基本中の基本ともいえる「牧草と草地」

について、技術面から、その今昔を振り返り、問題

点を浮き彫りにし、現在進行中の「実証圃場調査」

の事例をとおして、その将来を展望してみたいと思

います。

１．草地が長持ちしなくなってきている

草地は、元来、動物（家畜）がいて、草を食み、

採食の繰り返しの中で、草量が増えたり、減ったり、

また、干ばつ時には、植生が大きく衰退し、雨季に

は回復するなど、ゆったりとした大きな流れの中で

バランスを保ち、変遷を辿ったものと思われます。

わが国の草地も、昔はそのような基調にありまし

たが、現在では、放牧地で、家畜との共存が見られ

る程度となり、システムとしても小ぶりになってき

ました。

日本は、牧草を作物的に捉え、扱う傾向が強く、

研究サイドも、酪農・畜産の現場も、耕耘～種まき
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～刈取り～化成肥料の追肥～刈取り～といった方向

にひた走ってきました。

その過程で、多種類混播よりは少数混播へと、更

には、混播よりは単播へと、単純化を辿ってきまし

た。

シンプルで、一見管理がしやすそうに見えます

が、多様な土壌条件への適応力は弱まり、気象変動

への対応力も弱まり、管理される方々の作業能力が

全面的に反映され、長持ちしない草地、長持ちしづ

らい草地が増加しています。家畜の存在や、多種類

混播は、安定した草地の維持管理には、大いに役立っ

ていたことがわかります。

２．草地を長持ちさせる「適地適作」～「管
理作業」

１）一年性～短年性の牧草は、当然のことながら長

持ちしません。しかし、季節ごとに、イネ科雑草が

出てくるので、見ようによっては、草地らしい状況

を呈し、草地であるかのような錯覚に陥ります。こ

の場合、雑草が主体ですから、収量はあがりません

し、食べさせても乳量への反応は鈍いものと言えま

す。イタリアンライグラスを永年利用されている方

は、実感されているものと思われます。

２）オーチャードグラスやチモシーは永年性で基幹

草種と言えます。品種も分化しており、特に、オー

チャードグラスは、北海道・東北などで適合する品

種（たとえば「バッカス」）、府県温暖地で適合する

品種（「ナツミドリ」など）があり、地域性とマッ

チした品種を選ぶことが大切です。中間地帯では、

オーチャードグラスの二つのタイプを混播すること

も検討したいところです。

チモシーは冷涼な地域や府県山間地でその特性を

発揮する草種です。ですから、府県温暖地での平場

での作付けは、さけたほうが無難です。一年草とみ

なして利用される方もおりますが、この場合も、雑

草畑となりやすく、注意が必要です。

３）アカクローバとアルファルファは基幹となるマ

メ科草種で、アルファルファは品種の分化が進んで

おります。冷涼な地域にも適合する品種（たとえば

「ケレス」）、府県温暖地に適合する品種（「ネオタ

チワカバ」）などがあり、栽培地に適合した品種を

選ぶことが大切です。その中間地帯では、二つのタ

イプの混播が考えられます。

４）チモシーは北海道における基幹草種で、もっと

も広く栽培されています。優れた草種ではあります

が、シバムギ・リードカナリーグラス・ケンタッ

キーブルーグラスなどの地下茎型イネ科草との競合

には弱く、�～�番草が干ばつに遭遇すると、シロ
クローバ等が優占し、更にその密度を下げることな

ど体験するところです。

播種時の除草剤利用による地下茎型雑草の抑制

や、オーチャードグラスやアルファルファなど、干

ばつに強い草種との混播が必要となってきます。

５）肥培管理も重要な要素となり、肥料の反応性は

牧草のほうが優れており、適正な施肥管理が永続性

を高めることにつながります。土壌分析を活用し、

その精度を高めることが重要です。

６）地下茎型イネ科草がはびこる背景として、圃場

の通気性が失われ、排水が不良となり、一寸した雨

でも水がつくような状況があげられます。これは、

収穫機械の大型化・重量化が大きな原因となってい

ます。

この打開策として、【サブソイラー】等による「心

土破砕」作業がおこなわれ、【エアベーター】等に

よる「表層破砕」（エアレーション）作業が行われ

るようになってきました。

これらの作業は、牧草の活性化にもつながり、草

地の長持ちにもつながってきます。

２
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３．草地の更新が進まない？

１）草地関連の補助事業（費）が減少し、草地更新

率が鈍化しているとのお話を良く聞きます。実際の

ところ「更新率」を上げれば良いということでもあ

りません。草地の植生が良い方向に進んでいるの

か、悪い方向に向かっているのか、その見極めが重

要です。即ち「良い状態で維持されている」こと、

全体として「良い方向に進んでいる」こと、努力し

てそのような状態であることが、維持管理の要諦だ

と思っています。

２）極端な言い方をすると、全面更新などを行わず

に良い状況が維持できれば、それに越したことはあ

りません。草地は、放っておくと、かならず雑草が

出、しかも、沢山の種子を付けます。ですから、雑

草が芽を切る前に、牧草の芽を切らせること、その

ためには、コンスタントな追播が必要です。雑草で

はなく、価値のある牧草の芽を切らせ、育てること

が肝要です。

３）近年、作溝型播種機の利用が一般化されてきま

した。【シードマチック】による播種溝を示してい

ます。

また、表層破砕前に種子を播き、エアレーション

を行うのも簡便な方法です。寒冷地におけるフロス

トシーディング（初冬期播種）なども、早春、いち

早く牧草の芽を切らせる手法といえます。

４．北海道興部町Ｉ牧場の事例

１）作業概要：先ず、平成２２年８月上旬に、前植生

に対する除草剤処理を行い、堆肥散布を実施。重粘

土壌という扱いづらい土壌条件の下で、【ディスク

ハロー】と【パワーハロー】による表層撹拌を行い、

【ブロードキャスター】にて施肥・播種作業を実

施、その前後に【ケンブリッジローラ】にて鎮圧作

業を実施。播種時期は８月３１日、この地域における

平年の播種限界と言える。

混播組み合わせは、１０a当たり、チモシー「ホラ

イズン」２．０�、アルファルファ「ケレス」０．４５�、
シロクローバ「リベンデル」０．０５�であった。化成
肥料（BB３６３）を４０�同時施用した。
２）年内の生育概況：１０月に入って「ナタネ」が目

立つようになり、除草剤散布も検討したが、雨の日

が多く、結果的には散布できなかった。「ナタネ」は

開花期を迎え、一面黄色となった。

３）翌春の生育概況：「ナタネ」の大部分は枯死し、

枯れ茎が草地を覆っていた。やっかいなことに、小

個体は越冬しており、また、春に実生から芽を切っ

た個体もあり、その生命力に驚いた。早春～�番草
に対する追肥は断念した。

アルファルファの生育が良い部分は、鹿の食害に

遭い、裸地化していた。そこで、５月２日に、写真

で示すように【散粒機】による部分追播を行い、補

間した。

４）�番草の生育調査：平成２３年６月６日に生育及
び収量調査を実施した。

�サンプリングは６地点で実施した。生育調査は、

３
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サンプリング地点の周辺で実施した。

�雑草は「ナタネ」が遠目にも目立つが、冠部被度
による草種構成では、「ナズナ」１３％、「ナタネ」

５％、「ギシギシ」が点在していた。

�「チモシー」が６２％と主体をなし、「アルファル
ファ」は１０％強、「シロクローバ」が５％程度、

上記、雑草が衰退した後、「アルファルファ」が

盛り返すことが期待された。

�坪刈収量は１０a当たり１tと低収であったが、実際
の収穫作業は、１１日後の６月１７日であり、増収に

つながり、細切され、グラスサイレージへ調製さ

れた。

５）栄養分析結果：�乾物中、粗蛋白で１５．５％、TDN
で７２％、エネルギー的には優れている。

�WSCが１４％と基準の１０％を超えており、乳酸発
酵には優位に働くものと思われた。

�雑草が多い部分の採食状況について、給与時の確
認が必要である。

�ミネラルバランスをテタニー比で見ると、０．３９と
全く問題の無い水準であり、安心して給与できる。

６）�番草の生育調査：平成２３年８月２日に調査を
行った。調査方法は前回と同様であった。

�雑草はギシギシが１６％、部分的にハコベが散見さ
れた。

�チモシーが４８％と主体をなし、「アルファルファ」
が１７％、「シロクローバ」が２０％とマメ科に勢い

があった。部分的に「シバムギ」、「レッドトップ」

が散見された。

�坪刈収量は１０a当たり生草で１．２t、�番草より若
干増収であった。

７）�番草栄養分析結果：�乾物中、粗蛋白で１４．２
％、TDNで６３．１％、WSCで５．２％と夏草の特徴が

出ている。

�テタニー比は１．２５と�番草より高いが、給与には
問題のない水準と言える。

８）�番草の生育調査：平成２３年９月２６日に調査を
行った。「ギシギシ」抑制のため８月３１日に除草剤

「ハーモニー」（１g／１０a）が散布されている。

�「アルファルファ」の冠部被度は２０％程度、「シ
ロクローバ」を含むマメ科率は３４．２％であった。

�除草剤の効果が高く、「ギシギシ」はきれいに抑
制されていた。イネ科のリードカナリーグラス、

オーチャードグラスが散見された。

�「チモシー」が約６０％と主体をなし、坪刈収量は
１０a当たり生草で０．６３tと低収であった。良い草地

を育てるための掃除刈と位置づけることが出来

る。

４
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９）栄養分析結果：�乾物中、粗蛋白では１６．０％、
TDNで６９．２％、エネルギー的には優れている。

�WSCが１１．８％と�番草よりは改善されている。
テタニー比は０．９７と問題なく給与できる内容で

あった。

１０）まとめ

�表層撹拌法による草地造成は、表層の作土を上手
に活用するメリットがあるが、一方では、雑草と

の戦いでもあり、ここでは、その厳しさが如実に

示されている。

�北海道では、鹿の食害が問題となっており、ここ
でも、早春に、生育の良いアルファルファが食害

を受けていた。【トラクター】が入れない土壌条

件の中で、【散粒機】による追播を行い、見事に

草地植生を回復されている。手を打たねば、間違

いなく雑草地化していたと思われた。

�草地は種子を播いて終わりではなく、種子を播い
て始まりである。雑草との競合、降雨によるエロー

ジョン、地力ムラによる不揃いなど、良く観察し、

的確な対処が必要となってくる。子どもを育てる

のと同じように、時間を、年月をかけて、健康で

力のある草地を育てることが肝要である。

�Iさんの取り組みの一端を、そのご苦労も含めて
ご紹介させていただきました。

地道な取り組みの結果として、今年はより力強

い草地となることを確信しております。

５．岩手県一戸町M牧場の事例

１）これまでの経過：播種期は平成２１年８月２７日、

播種量は１０a当たり、アルファルファ「ハルワカバ」

１．６�、アルファルファ「ケレス」０．４�、オーチャー
ドグラス「バッカス」０．７５�、全面耕起、播種は自
己所有の【グラスシーダー】を使用。

２）�番草の生育調査：�番草は平成２３年６月８日

に植生および坪刈調査を実施した。６地点を調査、

サンプリングした。

�オーチャードグラスが出穂前であり、一週間後が
刈取り適期と判断された。１０a当たり生草で２，１３５

�、乾物で３４９�であった。
�マメ科率（アルファルファ）が３７．８％と高く、裸
地割合も５．８％と低く、この水準維持が管理のポ

イントとなる。

３）栄養分析結果：�乾物中、粗蛋白で１８．９％、TDN
で６４．３％、高栄養な水準にある。

�テタニー比は０．４２と全く問題の無い水準にある。
４）�番草の生育調査：８月１日に�番草の調査を
実施した。

�アルファルファが開花期で、収穫適期を迎えてい
た。アルファルファ率は４７．８％で、雑草も少なく、

植生は良好である。

�１０a当たり生草で１，４５０�、乾物で２６１�であった。
緑度が薄い部分もあり、収穫後の追肥が必要であ

る。

５）栄養分析結果：乾物中、粗蛋白で１９．６％、TDN

は６１．７％と高栄養な内容である。テタニー比も問題

なく安心して給与できる。

６）晩秋の草地概況：１１月２日、	番草に該当する
草地を調査した。

�アルファルファは健在であるが、オーチャードグ
ラスの密度が低下し、裸地割合が増加している。

�ギシギシが７．５％と増加の兆しを見せている。今
春、除草剤処理を行い、抑制しているので、裸地

部分から実生のギシギシが発生している。

�裸地やギシギシの多い部分は、除草剤処理ととも
に、オーチャードグラスなどの追播が必要であ

る。

７）まとめ

�当該圃場は、牛舎から遠く離れ、借地でもある。
従って、造成段階、維持管理の段階で、糞尿の利

５
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用がなされていない。府県温暖地では、まま見ら

れるケースではあるが、アルファルファの永続性

に関して、不安が残る。

�【グラスシーダー】を自己所有されており、オー
チャードグラスなどを適期に追播できるのが強み

となっている。

除草剤処理を行うと、雑草の多い部分はかなら

ず裸地となってしまう。その段階で、手早く追播

を行い、草地植生をキープすることが重要であ

る。

�Mさんは、乾燥鶏糞の散布も視野に入れており、
それが実現できれば、地力の保全、そして力ある

草地の保全につながるものと期待することができ

る。

６．あとがき

後半では、実際に取り組んでおられるお二人の取

り組みをご紹介させていただきました。いろいろな

悪条件と戦い克服される中に、その将来展望を見出

すことができます。

�地域性を前提に、草種・品種を上手に選択するこ
と、それは、自然との共生を進める姿にほかなり

ません。

�刈り取り利用は、牧草・草地に大きなストレスを
与えていることを知ることが大切です。特に、刈

り遅れは、致命的で、植生そのものを衰退させて

しまいます。

府県温暖地では、梅雨明けと刈り取りのタイミ

ング調整も重要となってきます。

�トラクターや作業機械の大型・重量化に伴い、土
壌の物理性が悪化し、通気性や透水性が損なわれ

ています。

維持管理段階での、心土破砕や表層破砕作業が

ますます重要となってきます。

�牧草は草地というフィールド（生態系）の中で、
常に雑草と競合しています。良く観察し、早めの

手当てが必要です。放っておくと、雑草が優勢に

なってしまいます。

�雑草の種子は土壌中に沢山入っています。ですか
ら、除草剤を使って、抑制しても、やがて、もと

に戻ってしまいます。

抑制した後、牧草の種子を追播すること、牧草

の芽を早く、沢山切らせ、牧草の比率を優位に保

つことが重要です。

�日本は、放っておくと雑草に覆われ、難儀の一つ
と思われがちです。しかし、世界的に見れば、と

ても恵まれた条件におかれていると思われます。

植物（雑草）の種類も多く、多様性に富んでおり

ます。

どうかプラス思考と、充分な観察のもとで、力

強い草地を育くみ、酪農・畜産の充実・発展につ

なげていただきたいと願っております。

６
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